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Abstract: In this study, multi cyclic loading tests were conducted to understand the influence of the column-beam strength ratio 

and slab on the failure of the column - beam joint. This paper presents the results of the joint behavior measured using an image 

sensor. We consider that the failure behavior is joint yield failure. The joint is inflated, and we consider that the middle reinforcing bar 

of the column is resisting the expansion. 

 

1．はじめに 

 既報(その 1)(その 2)[1]では，柱主筋径および降伏強度

を変え，柱梁強度比を高くした試験体とスラブが付い

た試験体に対し多数回繰返し載荷実験を実施し，柱梁

接合部の破壊への柱梁強度比とスラブの有無による影

響について検討した． 

 本報(その 3)では，柱梁接合部の挙動について，柱梁

接合部の変形と鉄筋のひずみデータから詳細に検討す

る．なお，接合部の変形は，試験体表面にメッシュ状

に貼り付けた計測用マーカーの座標を画像センサーに

て計測した． 

2．実験結果概要 

 Table1 に試験体諸元を示す．全ての試験体で最大耐

力経験前は梁端部の曲げひび割れが開く破壊が見られ

た．しかし，最大耐力経験後は接合部降伏破壊の様相

を示した．また，柱梁強度比とスラブによる接合部の

破壊や最大耐力への影響は見られなかった．本報では，

スラブが無い柱梁強度比 1.2 (CBR1.2)と 1.5 (CBR1.5)の

試験体の変形状態について詳細に検討する． 

3．柱梁接合部の挙動 

3.1 梁端部および接合部の変形 

 Fig.1 に各試験体の梁端部および接合部隅部の変形

を，Fig.2 にひび割れ概念図を示す．なお，CBR1.5 のδ

1～δ3 は，R=1/30 で生じたコンクリートの剥落により

計測用マーカーが剥がれたため計測を終了した．両試

験体ともに R=1/75 までは部材角が大きくなるにつれ

て梁端部の変形量は増加していた．一方，接合部隅部

の斜めの変形はあまり生じていないことから，R=1/75

までは梁曲げ降伏型(Fig.2 a))の挙動が支配的であった

と考えられる．R=1/50 では，梁端部の変形量と接合部

隅部の斜めの変形量が増加した．R=1/30 で両試験体の

接合部隅部の斜めの変形量が顕著な増加を示し，梁端

部の変形量は減少傾向を示している．よって，R=1/50

で徐々に破壊モードが変わり，R=1/30 から接合部降伏

破壊(Fig.2 b))の挙動が支配的であったと考えられる． 
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Table1 List of Specimen 

CBR1.2 CBR1.2SL CBR1.5 CBR1.5SL

主筋

せん断補強筋

主筋

せん断補強筋

横補強筋

せん断余裕度

付着余裕度

4-D4(SD295) 4-D4(SD295)

梁
14-D13(SD345)

2-S6@35(KSS785)

柱
12-D10(SD295) 12-D13(SD345)

4-S6@30(KSS785)

接合部

2-S6(KSS785)

1.6

1.2

スラブ筋

軸力比η 0.15

試験体名

載荷方法 静的漸増増分載荷

コンクリート強度[N/mm2] 54

柱梁強度比 1.2 1.5

強度低下率βj 1.2 1.3

Fig.1 Deformation of Column-Beam Joints 
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a)梁端部変形 δ1 

b)梁端部変形 δ2 

c)接合部隅部変形 δ3 

d)接合部隅部変形 δ4 
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3.2 接合部膨張 

 Fig.3 に各試験体の接合部の変形を示す．各変形は，

正側載荷時と負側載荷時で色分けして示している．鉛

直変形(Fig.3 a))は，両試験体ともに正側および負側載

荷時に引張側へ変形が生じ，除荷時に圧縮側へ変形が

生じる挙動を示した．水平変形(Fig.3 b))も鉛直変形の

挙動と同様に，正負両方の載荷時には引張側へ変形が

生じ除荷時に変形が元に戻る挙動が見られた．以上よ

り，正側および負側の載荷時には，接合部が鉛直方向

および水平方向に膨張していることがわかる． 

3.3 鉄筋ひずみ 

 Fig.4 に各試験体の節点モーメント－ひずみ関係を

示す．正側載荷時において，接合部上部の柱主筋のひ

ずみ(C1，C2)は引張のひずみ，下部(C3，C4)は圧縮の

ひずみが生じており，柱の曲げモーメントに抵抗する

ひずみ挙動を示した．一方，接合部内側を通る柱の中

段筋のひずみ(C5～C8)は，接合部斜めひび割れが発生

した R=1/100 から正負両方の載荷時に同程度の引張の

ひずみが生じた．また，除荷時には圧縮のひずみが生

じる挙動を示しており，接合部横補強筋(S1，S2)のひず

み挙動と類似している．よって，柱の中段筋は柱の曲

げモーメントだけに抵抗しているのではなく，接合部

横補強筋と同様に接合部の膨張に対しても抵抗してい

ると考えられる． 

4．まとめ 

1)梁端部と接合部の変形状態により，最終破壊性状は

接合部降伏破壊であると考えられる． 

2)接合部は正負両方の載荷時に水平・鉛直方向ともに

膨張していた． 

3)柱の中段筋は柱の曲げモーメントだけでなく，接合

部の鉛直方向の膨張に対しても抵抗していると考え

られる． 
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Fig.4 Nodal Moment－Strain of Reinforcing Bar 
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Fig.3 Expansion of Column-Beam Joints 
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Fig.2 Description of Crack 

b)接合部降伏破壊 a)梁曲げ降伏破壊 
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